
DX 推進に向けた取り組み 

 

＜DX ビジョン＞ 

 

DX を推進し、デジタル技術を利用して受診者の利便性・快適性の向上や健診現場の作業効率化を図り

ます。また、データを活用して予防医療サービスの質の向上を目指します。 

 

＜ビジネスモデルの方向性＞ 

 

健診予約の調整や健診会場での待ち時間、受診案内、健診結果の配布・保管などのアナログ作業にデ

ジタル技術を利用した利便性向上と業務効率化が求められてきています。 

自治体では、健診情報や介護、予防接種、母子保健に関するデジタル化の実証事業が開始され、医療

サービスの効率化や顧客満足度向上等のニーズが進展しています。 

こうした事例を踏まえ、既存の健診・医療情報システムと連携する新たなクラウドサービス（PHR サービ

ス）を活用してデジタルヘルスケアのモデルを構築し、より安心、安全、快適なお客様へのサービス提供

（顧客体験の向上）を目指します。 

 

＜DX 戦略について＞ 

 

①間接業務のデジタル化 

・Excel で作成した伝票やレガシー化したグループウエアの簡易ワークフローで行っていた間接業務（人

事情報、経費精算、在庫管理、営業日報、ヒヤリハット報告等）に関するデータを使う。 

・新たなグループウエア上で機能するノーコードツールを導入し、それまで、拠点や部門・個人ごとに分

散していた Excel 業務をノーコードツールで作成した業務アプリに統合し、間接業務のプロセス全体の標

準化・効率化を図る。 

・個々の業務属人化の解消と組織のワークフロー化の推進による組織のガバナンス向上、人事情報や

経費・在庫データ等のリソース一元化と分析活用によるデータドリブン経営の実践。 

 

②予約サービスのオンライン化 

・従来電話や FAX で行っていた施設健診予約に関するデータを使う。 

・健診システム上の顧客団体の健診コース情報・予約枠情報と健診予約クラウドをデータ連携し、受診

者にリアルタイムの予約サービスを提供し、オンラインサービスによる利便性・スケーラビリティ向上を目

指す。 

・顧客体験向上等ヘルスケアサービスに関する企業価値の向上。 

 

③健診のスマート化 

・従来紙を配布し行っていた健康診断の問診や結果に関するデータを使う。 

・健診システム上の顧客団体の健診コース情報・受診者の医療情報と問診・健診結果クラウドをデータ

連携し、健康診断の問診や結果のペーパーレス化・スマート化を実現する。将来的には Web 上で、各種



の案内や個別化された健康アドバイスの提供などのアプローチも可能になる。 

・顧客体験向上等ヘルスケアサービスに関する企業価値の向上。 

 

＜DX 推進体制＞ 

 

①現状の情報システム部門および情報処理部門とは別に、社内横断組織として上記の戦略の対象とな

る部門の業務分析や要件定義作成のため、推進リーダーを選抜し DX 推進委員会を立ち上げます。 

 

②DX 認定取得を社内外に PR し、2026 年度に若手職員の人材採用活動を展開予定。同時に中堅職員

の社内配置転換による IT 人材確保を計画。現在 1 名の情報システム部門の人員を増員予定。 

 

＜DX 人材育成＞ 

 

①人材育成として、公的機関等の DX 教育メニューを活用し、役職員の IT基礎スキルと知識の習得を図

ります。情報システム担当者には情報セキュリティ教育を定期的に実施し、ISMS 運用に努めます。 

 

②デジタルツール活用法のメニューを職員に提供し、現場部門における DX 推進リーダーの育成を目指

します。 

 

③IT 資格取得補助を通じて、職員の自主的な DX 推進へのモチベーションアップを支援します。 

 

＜DX 環境の整備＞ 

 

①間接業務デジタル化 

・グループウエア（オンプレ版の更新）とノーコードツール（オンプレ版の新規導入）の整備 

・ノーコードツールを使った業務アプリ作成（人事情報・経費精算・在庫管理・営業日報・ヒヤリハット報告

など） 

 

②予約サービスのオンライン化 

・健診予約クラウド（新規導入） 

 

③健診のスマート化 

・健診問診クラウド（新規導入） 

・健診結果クラウド（新規導入） 

 

＜指標の設定＞ 

 

デジタル技術を活用したビジネス変革を目指す取り組みの成果指標として、既存システムとクラウドシス

テムのデータ連携済みのサービスの導入数、その利用者割合、業務改善アプリ導入数、削減工数・日



数などの評価指標を設定します。 

 

＜代表者メッセージ＞ 

 

厚生労働省が推進する「医療DX令和ビジョン2030」では、我が国の超高齢社会において医療・健診・保

健分野の様々な段階でデジタル技術を取り入れ、組織やサービスを変革していくことの必要性が提唱さ

れています。また、予防医療により医療費の削減や個人の生活の質の向上が期待されています。 

 

業務プロセスの各段階で発生する間接業務情報や健診に関する情報を最新の医療情報基盤を通して、

データの共通化・標準化を図ります。また、当協会の強みとなる働く人々の健康診断・保健指導・メンタ

ルケア等の心身両面の予防医療を推進し、より良質なサービスと受診者ニーズにマッチした健康診断関

連のデータ提供ができるように、誠心誠意‐人生 100 年時代のウェルビーイングに貢献します。 

 

今後も中期的な観点で健康診断等の付加価値サービスと業務効率の最適化を目指し、DX による全スタ

ッフの働き方改革と医療機器やシステムベンダーを含むサプライチェーン全体での付加価値向上に取り

組んでまいります。 

 

2026 年 2 月 16 日 

理事長 永田 義毅 

 


